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習志野環境フォーラム 2024 を開催して 
習志野の海を守る会（特定非営利活動法人さざなみ） 島田 拓 

 

ちば環境情報センターの長年の谷津田保全活動

に敬意を表するとともに、本稿を掲載させていただ

く機会をいただいたことに感謝申し上げます。 

2024年 3月 23日、新習志野駅トーセイホテルに

て習志野環境フォーラム 2024 を主催させていただ

きました。私たちは 2020 年春より、習志野市の海

辺を中心に東京湾岸の水辺の保全活動を軸として、

地域の歴史を伝える活動や、持続可能な自然環境の

実現に向けて市民目線から様々な提言を行ってお

ります。 

 

本市においては 1993 年に谷津干潟がラムサール

条約に登録されて以降、長年にわたり海辺の環境市

民団体不在の状況が続いておりました。人の心と水

辺が離れていく現状、身近な自然への関心が薄れて

いくことへの危機感から、およそ 30 年の時をえて

誕生したＮＰＯがさざなみです。 

当法人設立当初より県内近隣の自然保護団体や

利害関係者、一般市民が一堂に会し、これまでの活

動紹介やこれからの環境保全に関して忌憚なく意

見交換が行える場を作りたいとの思いがあり、よう

やく実現したものが本フォーラムであります。 

貴法人の小西様による下大和田谷津田でのご活

動紹介をはじめ、周辺の活動家の皆様や研究者から

多様なテーマの発表がなされ、総勢７０余名の参加

者を迎え開催されました。発表された演題は、 

1) 習志野の海辺の歴史と市民活動 

〜NPO さざなみ（習志野の海を守る会） 

2) 三番瀬から東京湾• 日本の海を綺麗に 

〜浦安三番瀬を大切にする会 

3) 行徳鳥獣保護区の歩み 

〜NPO行徳自然保護クラブ 

4) 習志野の里山における環境活動のこれまで

と未来〜ほたる野を守る NORA の会 

5) キツネの住む谷津をいつまでも 

〜NPO ちば環境情報センター 

6) バイオエコエンジニアリングを活用した環

境資源循環再生システムの構築 

〜千葉工業大学先進工学部 

の６演題で、どれも大変貴重で示唆に富む内容であ

り、多くの参加者の心を惹きつけました。初めての

試みでしたが、概ね順調な開催であったと認識して

おり、ここ千葉県北西部の環境市民活動の歴史に１

ページを残せたものと認識しております。スケジュ

特定非営利活動法人 

写真.会場全体風景 

写真. 行徳自然保護クラブ 野長瀬氏 

 

写真. ちば環境情報センター 小西氏 

 

http://www.ceic.info/


ールの関係で討論の時間が少ないなど、いくつかの

課題もありましたが、来年以降の開催では改善して

いきたいと考えております。 

現在も県内各地で地域を守る市民活動が日々行

われており、中には新しい試みも生まれております。

こうした試みを広く紹介する場が必要であると感

じます。一人一人の小さな活動も、力を合わせれば

大きな成果につながると信じております。 

2025 年春にまたお会いできますことを祈念しま

して、開催の報告とさせていただきます。どうぞ引

き続きよろしくお願い申し上げます。 

 

 

習志野環境フォーラム 2024講演要旨と所感 
東京都江東区 中瀬 勝義  

演題１ とりもどせ僕たちの海 

―習志野の海辺の歴史と市民活動  

島田拓（NPO さざなみ習志野） 

1980 年代、東京湾埋立計画の過熱が最終期を迎え、 

埋立地の湾岸地域は大草原と湿地が広がり、そこで

育った子供たちがいた。1990 年代に入ると干潟は

保全の対象となり、子供たちの遊びや学びの場とも

なった。習志野の干潟の保全は約束されたが、一方

で気候変動や海洋汚染、生命多様性の消失など新た

な深刻な課題が人類を脅かしている。今、 忘れか

けていた人々の海への関心を取り戻し、人と自然の

ふれあいの場となる海辺を取り戻そう！！ 

 
演題２ 三番瀬から東京湾・日本の海をきれいに 

  横山清美（浦安三番瀬を大切にする会） 

年 1 回の「浦安三番瀬クリーンアップ大作戦」、

毎月のミニクリーンナップを 2003 年にスタートさ

せ、干潟探検隊を行い、 2010 年には「干潟ハンド

ブック」を発行してきたが、 コロナで護岸に入れ

ず、一時中止となっていたが、今、 再スタートし

ている。海はみんなのもので、自分たちで大切に守

っていきたい。 

 

演題３ 埋立地に野鳥の楽園を 

～行徳鳥獣保護区の歩み～ 

 野長瀬雅樹（NPO 行徳自然ほごくらぶ） 

行徳鳥獣保護区

は、宮内庁鴨場に

接し、1989 年に

県指定の保護区

に。 四季を通じ

て様々な野鳥が

飛来し、またトビ

ハゼなど湿地特

有の生物が 多数生息し、野鳥観察や自然と触れ合

える貴重な場所である。1987 年か ら、富栄養化し

た水に水車で酸素を供給し、微生物や植物が水の汚

れを 栄養塩として吸収し、食物連鎖が復活し、魚

や虫が増え、水鳥の飛来と 水質浄化、樹林形成な

ど生態系復活に寄与してきた。  
 
演題４ 知られざる千葉の宝・谷津田   

 小西由希子（NPO ちば環境情報センター） 

千葉市緑区下大和田の谷津田は 160ha の森が隣接

し、湧水が豊富で、市内でも最も自然度が高く、 環

境省から「生物多様性保全上重要な里地里山」に選

定された。 仲間と昔ながらの稲づくりで、保全活

動を進めている。 

 
演題５ ほたる野における環境保護活動  

宮入謙（NORA の会）  
 

演題 6 環境資源循環再生システム構築  

村上和仁（千葉工大） 

低酸素社会構築技術活用による環境再生に取り組ん

でいる。  
 

所感：衰退しかかっていた東京湾環境保全活動が

再発進した。 経済中心から人と生物共生の生態系

重視を期待！（中瀬） 
 

※この記事は、お江戸舟遊び瓦版 1029 号 2024年

4月発行より許可を得て編集・転載しました。 

2007 年 三番瀬クリーンアップ大作戦 

水車で酸素を供給 

海辺の清掃活動 



 

ボラを追うスナメリ                              
大網白里市 平沼 勝男 

2024年３月10日９時、

九十九里町小関にある片

貝港の外の防波堤に立つ

私は、スナメリの存在に

気が付きました。防波堤

に囲われた湾の中に入っ

てくることはよくありま

すが、珍しいのは水面下

スレスレを猛スピードで

泳ぎ始めたことです（写

真 1）。波紋でスピード感

がわかりました。私から

遠ざかる形で、時より水

面に姿を現しました。あわ

ててシャッターを連写。過去にも同じような光景を目

にしたことがありますが、猛スピードで泳ぐ行動は謎

でした。遊んでいるのでしょうか？ 
しかし家に帰り、撮影した画像を見てその謎がよう

やく解けました。最後の写真でスナメリの鼻先でボラ

が空中に飛び出していたのです（写真 2）。スナメリは

ボラを追いかけていたようです。過去の似たような体

験もボラなどの魚を追いかけていたのでしょう。この

付近はボラが多く、ウの仲間やカンムリカイツブリ、

ミサゴなどの魚食の鳥たちの餌食になる魚はたいてい

ボラです。 
写真 1 で

はスナメリの

向こうにサー

ファーが写っ

ているので、

スナメリの大

きさがわかる

と思います。

小型～中型の

スナメリです。 
その後ス

ナメリは、私

の立つ防波堤

のすぐ近くに

来てくれまし

た。足元にい

たスナメリの

写真も添付し

ます（写真 3）。
同じ日です。 

 

 

 

新浜の話 75 ～法人化をめざして～ 

千葉県野鳥の会 市川市 蓮尾 純子 
奮励努力・悪戦苦闘・日々是好日？・・・・・・と

いった 1990 年代。初めての保護区管理作業の毎日の間

にも、こつこつと目指しているものがありました。友

の会の法人化という目標です。 

保護区の環境改善や普及啓発といった業務で、スタ

ッフの補助ばかりか、時には中心となって活動を牽引

している行徳野鳥観察舎友の会（現在は特定非営利活

動法人 行徳自然ほごくらぶ）は、肩書のない任意団

体でした。クラブや同好会と同じです。現在でも、こ

ういう任意団体のままで活発に活動されている団体は、

千葉県野鳥の会をはじめ、多数あるわけですが、任意

団体は、たとえば銀行に口座を開くといった場合も、

会長さんとか会計さんなど、どなたか個人の名義で口

座を持つしかありません。スタッフを雇用するとか、

資産（軽トラックなど）を持つ場合も同じです。 

当時、環境関連の全国的な団体は「財団法人」とし

て法人格を取得していました。これは一定の原資を持

ち、その運用益から経費（たとえば職員の給与など）

を出すというものです。法律上、原資の下限は 300万

円のようですが、日本野鳥の会が財団法人となった

1960 年代末には、認可するには少なくとも 3000 万円

の資産が必要と言われていました。友の会が法人化を

意識した 1980 年代末には、必要な原資はおおむね 1

億円と言われました。ちなみに、金利が限りなくゼロ

に近い現在はどうなっているのか、不勉強な私にはよ

くわかりません。 

どうして会社法人等々を目指さなかったのか。それ

も今となってはよくわからないのですが、千葉県や市

川市といった行政からの委託を受けて業務を行う上で

は、営利組織である会社法人よりは非営利組織である

財団法人のほうがよいだろう、ということもあったは

ず。 

法人格を得るため資金作りをはじめたのはたぶん

1980年。この年、アメリカの国際鶴財団にボランティ

アとして滞在していた百瀬邦和さん、茂田良光さんの

帰国に合わせて、尾崎清明さんといっしょにアメリカ

国内を旅行した時に、お土産として買ったカードの図

柄がとても気に入って、メーカーのケイプ・ショアと

いう会社とやりとりするようになりました。 

写真 1.猛スピードで泳ぐスナメリ 

写真 3.近くに来たスナメリ 

写真 2.スナメリの前に飛び出したボラ 



この会社のカード類や、日本国内で野生動物のかわいいぬいぐるみを製

造・販売されていた落合けいこさんの「やまね工房」の製品、日本鳥類保

護連盟や日本自然保護協会が出していた「庭に小鳥を」などの安価なリー

フレット類、カレンダーや図鑑、そして自作の石粘土による鳥のマスコッ

ト（根付）を観察舎の利用者が多い日曜に、お土産としてこっそり売って

いました。お役所の担当の方々には内緒です。40 年も昔のことですから、

時効かな。「真間川の桜並木を守る市民の会」が春の桜の開花に合わせて行

っていた「満開キャンペーン」など、いろいろなイベント時にも、こうし

たグッズを売りました。ちまちまと稼いだお金やご寄付で、1980 年代末に

は 1 千万円近くが貯まりました。これにトヨタ財団の研究コンクール最優

秀賞の賞金２千万円を足すと、当初の目標であった３千万円には到達でき

たのです。でも、立ちふさがる「おおむね 1億円」の壁。 

1998年 12月に成立した「特定非営利活動促進法」ほどありがたいものは

ありませんでした。この法律によって、大きな原資がなくても「特定非営

利活動法人（NPО法人）」として法人格を持つことが認められるようになっ

たのです。友の会は千葉県の認証によって 2000 年３月 30 日に NPO 法人と

なり、後によりハードルが高い認定 NPO法人に認可されて（2012年 6月 16

日）、寄付をしてくださった方が税制上の優遇措置を得られるようになりま

した。いっしょにここまでの目標をめざし、長い道のりを歩いてくださっ

た数多くの方々に、ただひたすら脱帽です。 

 

＜総会のご案内＞ 
日 時：2024年６月１日（土）10時～12時 

会 場: 土気公民館 会議室（土気駅から徒歩すぐ） 

※総会資料は正会員に別便で送付します。正会員以外でもオブザーバー 

として参加できます。事前にご連絡ください。 
 

＜市長と語ろう会＞ に参加しませんか 
日時：６月７日（金）18時～19時  

会場：土気公民館 和室 

希望される方はメールまたは電話でお申し込みください。 

（締切り 5月 17日（金）） 
 

＜今年の谷津田保全活動＞ ぜひご参加ください 

田んぼ：新たにヨシ原を開墾して田植えをします。 

畑：小麦・大麦、芋やトマト、ハーブなどを育て、みんなで収穫して 

  会食やクラフト教室を予定しています。 

森：手入れする森を広げ、コナラ・クヌギの森づくりをすすめます。 

自然観察会とごみひろい：これまでと変わらず継続します。 
 

いずれも連絡先：yatsudasukisuki@gmai.com  Tel:090-7941-7655 

 
 

 

 

 

  
あなたも入会しませんか        キリトリセン 
住所〒                               
ふりがな

E氏名 E A                     Tel           

E-mail                     FAX          

 

【発送お手伝いのお願い】ニュースレター202４年 ６月号（第３２２号）の発送を 6月 ７日（金）    

１0時から千葉市民活動支援センター談話室（千葉市中央区中央２-５-１ 千葉中央ツインビル２号館９階)

にておこなう予定です。お手伝いいただける方は事務局 （小西 090-7941-7655）までご連絡ください。 

編集後記：ご飯に入れたササゲも、おひたしの小松

菜も、卵とじのサヤエンドウも、サラダのブロッコリ

ーも、みな小さな畑で穫れたもの。そしてテーブル

には季節の花が・・・。草取りが大変だと言いなが

ら、実は土に触れて癒されている。畑でひとしきり

泥あそびをした孫が、「あー、たのしかった！」と独

り言。ばばちゃんも同じだよ。   mud-skipper♀ 
会費の郵便振替口座は 00130-3-369499 です。 

mailto:yatsudasukisuki@gmai.com
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下大和田・小山町谷津田だより －2024 年 ５月 No.267 号－ 

【活 動 報 告】 
 

＜下大和田での活動＞ 写真：田中正彦 

第 291回 下大和田谷津田観察会とゴミ拾い  2024 年 ４月 ７日（日）くもり 報告：田中正彦 

開発問題もあって、米づくりができない春を迎えました。谷津田に

苗床はありませんが、ニホンアカガエルのオタマジャクシやメダカな

どは、いつものように活動しています。開発計画による影響で歩けな

くなった場所もありますので、今回の観察は森を中心に道沿いの生き

ものを見つけながら歩くことにしました。 

森の中では、ウラシマソウやミツバツチグリなどが咲き始めていま

した。アオキの雄花と雌花の違いを観察したり、メジロの古巣を見つ

けてその精巧な作りに参加者一同感心しきりでした。雨上がりだった

こともあり、田んぼからはシュレーゲルアオガエルの大合唱が聞こえ、

大型カタツムリのミスジマイマイが姿を見せていました。シュンランやウグイスのさえずりにも春の訪れを

感じることができました。最後に記念写真を撮影して解散となりました。 

参加者１４名（大人１０名、大学生４名） 

 

     

森と水辺の手入れ「ごみ拾いと森の草刈り」 2024 年 ４月２１日 晴れ        報告：平沼勝男 

新緑の美しい季節になりました。日差しはそれほど強くなく、作業で

やや汗ばむ程度の気温。作業には適した陽気になりました。 

最初の作業は畑作業です。耕された畑にマルチシートを敷き、空いた

穴にサトイモの種芋を植えました。同じように落花生も植えました。収

穫が楽しみです。以前、麦踏をした麦もだいぶ育っていました。麦畑は

美しいですね。 

次に、ゴミ拾いをしました。場所は新たに管理することができるよう

になった森です。坂の下で目立たない場所ですが、細い通りに面してお

り、車が停められるスペースがあるせいか、ものすごいゴミの量でした。

過去に次から次へと捨てられてきたのでしょう。燃えるもの、燃えないもの、空き缶、空き瓶、家庭から出て

来たゴミ、換気扇の残骸、古タイヤ、明らかに産業廃棄物とみられる板ガラス、正体のわからない樹脂等。大

きなフタつきのゴミ箱も中身入りで捨てられていました。驚くばかりの有様です。 

量もすごいのです。しかし、それ以上に驚いたのは、これらをきれいに片付けてしまった事です。斜面でブ

ッシュの中と大変な作業でしたが、チームワークよく片付けてしまいました。今日来たメンバーは凄いです。

笑顔で集合写真を撮影。それでも時間が余ったので、台地の上の草刈りと、水路にウシガエルの罠設置（４か

所）、トンネル脇のＵ字溝のお掃除をしました。 

参加者１５名（大人２１名、大学生１名、中学生 1名、小学生１名） 

 
 

森の手入れ「ラベンダーとイチゴの移植」 2024 年 ４月２７日 小雨のちくもり   報告：平沼勝男 
あいにくの雨でした。小雨でしたがこの天気で参加をあきらめた人も多

かったのではないでしょうか。恨めしい雨です。少ない人数でしたが、

最初に行ったのは森の中の観察会です。キンランが美しく、しかもたく

さん咲いていました。 
この日の作業は畑です。用意してきたラベンダーの苗 87 本を土に植え

ます。畑の作業をする頃には雨は上がっていました。耕運機で耕しても

らった畑の土はふかふかで、歩くと深い足跡ができます。そのふかふか

の土にシャベル片手にラベンダーを植えました。 
等間隔に並べて植えました。いつしか美しいラベンダー畑になるでしょう。ついでにイチゴも植えました。

これは苗を買ったのではなく、野原に生えているイチゴの苗を見つけて移植。移植先はラベンダーの畝と畝の

間です。このイチゴはかつて植えられていたもののようです。少ない人数でしたが、和気あいあい、楽しい作

業でした。                               参加者５名（大人５名） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 



＜小山町での活動＞  

☆第 224回 小山町 ＹＰＰ「苗代づくり２」 2024年 ４月 ６日 小雨   報告：赤シャツ親父 

 朝の気温は 10℃以下、時折しょぼしょぼ雨降るはっきりしない天気。主な作業はアザミ谷への緑米の苗代設

置であったが、新導入の割竹で組んだ基部、くせつけを行った割竹アーチを用い超迅速に設置完了、引き続き、

アザミ谷全体の畦整備と水回りの調整を行った。いつしか、やや薄日も届き、穏やかな陽気へ変化すると、ツ

バメの飛来も確認された。なお、先行して田植えを行う予定の大椎小の苗代には育苗シートをかけ生長の加速

を願う。のみならず、全ての苗に元気に育ってほしいと願うばかりである。  参加者４名（大人４名) 

 
【谷津田・季節のたより】 2024年 ４月 

＜下大和田町＞ 報告：平沼勝男 

4/14 水がぬるむとザリガニも活発になっているようで、5～6個の穴をふさぐ。アライグマの足跡が至る

所にあり、しかも大小さまざま。水面をホソミイトトンボが沢山飛び交ってた。 

4/27 田の水管理。シュレーゲルアオガエルが元気に鳴く。カルガモのつがいが田んぼに。野鳥のさえず

りがにぎやか。キジ、ウグイス、シジュウカラ、ヒクイナ（複数）、メジロ、キビタキ、アカハラ。 

森に入ると私の好きなサンショウの若葉の香りがしました。林床ではたくさんのキンランが咲き誇

り、ギンランも可憐なつぼみを付けていた。 

 

＜小 山 町＞ 報告（た：たんぽぽ、赤：赤シャツおやじ、高：高山） 
4/13  あかがえる田んぼにアオサギ 3羽飛来、シオヤトンボ今季初めて見る(た)、暖かさに誘われてシオ

カラトンボまで羽化、シオヤトンボは水辺を離れて丘の上の畑にも来ていた、あぜではトキワハゼや

ニョイスミレ、林ではウラシマソウなど春の草花が一斉に開花し、ウワミズザクラも花開く（高） 

4/14  田んぼのあぜの近くにシュレーゲルアオガエルの卵塊（高） 

4/17  今春初めてキビタキのさえずりを聞く（高） 

4/19  旅立ち前のアオジがあちこちでさえずりの練習（高） 

4/26  林でフジが咲き始める、もう旅立ったと思っていたクサシギの声を聞く、ゴミグモやオオシロカネ

グモなどクモたちも出現（高） 

4/27  小山の田植えが始まる。レギュラーのリスさんこんにちは (た)、ケラやヒメギスの鳴き声を聞く（高） 

4/28  カワトンボ出現、ヤマドリが豪快な羽音を立てて飛翔(赤) 

4/29  田んぼの草取りをしている手元にホソミオツネントンボが現れる、カラスアゲハが田んぼに吸水に

来ていた（高） 

 

【イベントのお知らせ】主 催：ＮＰＯ法人 ちば環境情報センター 

連絡先：小西 TEL.090-7941-7655 ,  

＜下大和田谷津田＞          E-mail ： yatsudasukisuki@gmail.com 
      

・森と水辺の手入れ 

日 時：2024年 ５月１９日（日） ９時 45分～１２時 雨天中止 

内 容：雑木林を維持するために、アカメガシワやイヌザンショウなどの低木の処理を行います。 
持ち物：長袖長ズボンの服装、軍手、帽子、飲み物、午後まで活動する方は弁当、敷物  参加費：無料 

 
・第 292回 観察会とゴミ拾い  
日 時：2024年 ６月 ２日（日） ９時 45分～１２時 雨天決行 
内 容：緑深まる谷津田。盛んに飛び回るチョウやトンボなどを観察しながら谷津を巡ります。 
持ち物：筆記用具、飲み物、長袖長ズボンの服装、長靴（通常の）、帽子、ゴミ袋、弁当、敷物 
参加費：100 円 
 

＜小山町谷津田＞ 

▼第 226回 小山町ＹＰＰ「コシヒカリの田植え」 
今期最初の田植えを行います。 
日 時 : 2024年 ５月１１日(土)  １０時００分～ ☆小雨実施 

場 所 : 小山町谷津田 

上記に限らず、参加ご希望の方は、赤シャツ親父 (e-mail; tomizo_i@nifty.com)までご連絡下さい 

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 
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